
 

 

 

 

 

 

第 3７回 

○場 所：ふれあいサロン 

○時 期：令和元年６月１１日 19：00～21：00 

○参加者：委員３名 一般参加２名 行政4 名  

 

第１ 村長挨拶 

 １ 第６４回東京村人会に出席しました。村人会では、村の方による東白川村

の歴史についてのお話しがありました。また、若い世代の参加者もみえて

いました。 

そして、村人会の歴史を映像化する企画もあがっています。 

 ２ 毎年開催されている東白川村上映会の今年の上映作品が「万引き家族」 

に決まりました。 

 

第２ 事務局からのお知らせ 

   「聞き書き甲子園」について 

   令和２年度「聞き書き甲子園」協力市町村に東白川村は応募します。 

   その際、高校生による取材の対象となる「名人」を推薦することが 

条件となるため、委員の方へ「名人」推薦の協力をお願いしました。 

後日、「聞き書き甲子園」や「名人」についての資料を郵送にて委員の方

へ案内します。 

 

第 3 「集落あるもの探し」について 

   ５月１８日に行われた「集落あるもの探し 栃山地区」の報告と、次回の

開催について話し合いました。 

東白川村 

美しい村づくり 

委員会 



１ 「集落あるもの探し 栃山地区」についての報告 

（１）事務局２人のみの参加者となったが、少人数のメリットがあった。 

（２）作成した地図を見ながら、各ポイントの説明を行った。 

 ２ 次回の集落あるもの探しについて 

   散策する「地区」や「日程」を決定する予定でしたが、委員の参加者が３ 

名のため見送ることとなりました。 

 

第４ 分科会の近況報告 

現在、委員会活動は分科会方式を採用しています。 

   分科会の活動は、自由に楽しく！輪を広げる！ことを大切に活動してい 

ます。分科会は以下の４つです。 

    ・・「上校舎」「関係人口」「上映会」「手づくりイベント」・・ 

 １ 上映会 

（１）次回の上映作品は「蘇れ生命（いのち）の力～小児科医 真弓定夫～」 

  （２）活動及び、進展なし。 

  （３）映画情報 

   ア ドキュメンタリー映画を見たい。（野村さん） 

   イ 「どんぐりの家」山本おさむ作のコミックを映画化。（村長） 

 ２ 関係人口 

  （１）前月にひきつづき、活動・進展なし。 

（２）聞き書き甲子園の名人探しは、関係人口チームの活動に当てはまると 

思います。（事務局 樋口） 

 ３ 上校舎 

   前月にひきつづき、活動・進展なし。 

 ４ 手づくりイベント 

   現在、活動予定なし。 

 

第５ 雑談ワークショップ「私の近況報告」 

   ※「私の近況報告」は毎回行っています。 

 １ 吉田さん 



 （１）一番茶が終わりました。 

 （２）３５人もの手摘みのお手伝いの方がみえて、にぎやかでした。 

 （３）村でお茶の仕事がしたいと願う、チェコの男性の方がみえます。 

 （４）ある村の方との出会いから、地域で支え合って生活していることを 

知りました。村の人たちの温かさを感じました。 

 ２ 笹俣さん 

 （１）今年は気候のリズムの変化でお茶の収穫が少ないです。そのため、価格

交渉を行っています。また、通年より遅れて伸びてきたお茶の芽を収穫

しても、扱ってくれる茶工場がない状況です。 

 （２）高齢化の影響なのか、田畑の草刈りがされていない箇所が増えています。 

   そのため、「草刈隊」（仮）を立ち上げたい！技術のある有志を募っていま

す。 

 （３）山の広葉樹化をはじめ、やりたいことは沢山あります。まずは語ること 

から始まると思います。夢を語ることは実現への第一歩です。 

 ３ 安江（事務局） 

 （１）消防団活動の毎日です。団員は少ないが、つながりが深いです。 

    部長として優勝継続のプレッシャーがある中、パーフェクト優勝しま

した。 

 ４ 永井さん 

（１）骨折した中学３年生の息子のことで頭がいっぱいです。完治が中体連に

間に合うかドキドキしています。 

（２）畑が楽しいです。去年は猪にじゃがいもを全部とられました。今年はラ

イトを設置するなど対策をしています。 

（３）梅干しを作りました。 

（４）ご近所で「朴葉寿司」作りをしました。（３回目） 

    具は、鮭、シソの実、小さなエビ、シイタケ、シーチキン、紅しょうが、

錦糸卵でした。 

（５）村では以前「朴葉寿司大会」を開催した経歴があります。大会では、朴



葉寿司バイキングやコンテストを行いました。（村長） 

（６）復活開催したい！地域差があり、多様でおもしろい！（（事務局 樋口） 

 ５ 野村さん 

（１）野菜をくれる年配の女性の方が自宅まで野菜を届けてくれました。 

    また、私が担当している村の CATV 番組を見たことを伝えてくれまし

た。 

（２）お茶の手摘みの取材と参加をしてきました。年配の方々の元気さを痛感 

しました。 

（３）地域おこし協力隊数名で畑を借りています。朝に畑の様子を見に行った

り、きりが無い草刈りに追われたりと、畑作業は身体に良いのではと思い

ました。また、近隣の年配の方が、畑についていろいろと教えてくれます。 

 ６ 今井（事務局） 

 （１）地元を散歩していると、母校の部活のコーチに出合いました。現在、コ

ーチは７５歳になりますが、とても元気そうでした。 

 （２）三重県の牧場に行ってきました。村にはない風景が良かったです。 

 （３）弓道のゴム弓を買いました。試してみると、わたしの体が硬くなってい

ることに気づきました。 

 ７ 樋口（事務局） 

 （１）東海地方最大級のイベント「森、道、市場」に、去年に引き続き、知人

のフード出店のお手伝いに行ってきました。ビックアーティストからア

ングラアーティストという多彩なライブや全国の有名店が何百店舗と出

店され、来場者は１日数万人という規模です。 

   そのイベントをとおして、規模拡大には様々な変化が伴うと感じました。

そして、東白川村の「つちのこフェスタ」は３０年間、身の丈サイズの小

さな変化で維持していることは、ある視点では凄いことだなと感じまし

た。ちなみに、イベントでは「丼モノ」が人気です。 

 （２）近日中に、三重県いなべ市の木造校舎の廃校利用を見学します。 

 ８ 村雲さん 



 （１）鮎の友釣り解禁前の雨降りの中、小学５年生対象の鮎の友釣り体験を行

いました。鮎の友釣りを次世代に伝え続けたいです。 

 （２）古屋大学大学院の東白川村研修にて、アテンド（世話人）を行いました。

また、夜には委員会との交流会も行われ、大変盛り上がりました。 

   学生さんからは、「東白川村は美しい村です。」との感想をいくつも伺いま

した。 

 （３）岐阜県は農泊を推しています。そこで「こもれびの館」は、農泊を展開

していきます。また、村で栽培されている「土の子農園」の中山さんは、

名古屋市の東別院で行われているマルシェに出店しているので、連携し

て東白川村と都市部をつなげる活動をしていく予定です。 

 （４）役場が村の動画制作を始めました。はじめに、カフェレストラン味彩の

動画を制作していただきます。制作された動画は、村の移住定住ポータル

サイトにて閲覧できる予定です。 

 ９ 全員の発言を終えての雑談 

 （１）イオンモール各務原２階にある、各務原市の移住定住総合窓口を偶然見

つけました。スタッフの方は東白川村のことをご存知でした。村の PR紙

をそこに紹介してはどうでしょうか。（笹俣さん） 

 （２）各務原市の地域づくりの方達とは、交流があります。各務原市の移住定

住総合窓口にも PR紙を紹介しに参ります。（事務局 樋口） 

 （３）朝日新聞の全国版にて東白川村についての記事がほぼ見開きで紹介され

ました。（村長） 

 （４）移住受入れの際に、地域による移住希望者の面談は必要です。 

（笹俣さん） 

 （５）高野先生によるワークショップでもその必要性を強く仰っていました。

（事務局 樋口）  

 

 

 



第６ 次回について 

 １ 委員会 ７月２５日（火）１９時～ 

  （会場）ふれあいサロン  

（内容）私の近況報告、分科会報告など 

 

 

 

 

 

  



 



以上 


